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高宮斎場での「鎮魂」に臨む研修生
---------------------------ｷｷ --------------------ｷｷ ---------------------ｷｷ ----------------ｷｷ ---ｷｷ -----------

つ計元本のしけよあ 開研れ十対
た三教社研‘入りる本催修‘五象出
゜十育人修三れ一今年さが第期と光
九課事生十人回回度れ‘四まし興
人長部三五数のは最た九回で‘産
が以教十 S を研‘初゜月目..__,店の
研下育六四六修前の 二をか主将
修二課人＋名生回研 S 迎ら室来
に人のと八増のま修 四え新教を
入の山‘歳や受でで 日たた育担

当中に研ぅ
大堅実修社
社社施＾員
で員さ六を

こ
の
宗
像
大
社
か
ら
、

千
葉
•
平
川
寮
ま
で
の
十

五
日
間
に
亘
る
一
次
研
修

（
二
次
ま
で
）
が
ス
タ

ー
ト
す
る
わ
け
だ
が
、
残

第
四
回
出
光
興
産
（
株
）

中
堅
社
員
研
修

宗

10月祭事暦

そろそろ足がしびれて…

一
暑
厳
し
い
九
月
二
日
、
全
国
各
地
か

ー
ら
研
修
生
が
続
々
と
参
集
。

一
同
会
社
・
グ
ル
ー
プ
は
、
社
員
数
六

一
五0
0
人
を
誇
る
巨
大
企
業
、
再
会
す

一
る
の
は
入
社
式
以
来
、
或
い
は
ほ
と
ん

ー
ど
が
初
対
面
と
い
う
面
々
で
あ
っ
た
。

開
催

秋季大祭（田島放生会）

01 日海上神幸（みあれ祭）
9:30 大島港出港
10:30 神湊港入港
11 :40 一日祭（入御祭）
（主桔地方 IJ1俗開奉悧）

02 日
8:00 流鏑馬神事
於＝神門前参道
11 :00 二日祭（北安＇9：i奉う

03 日
11 :00 三日祭（i置奉奏）
引ぎ孤き高宮秋季大祭

// 第二宮・第三宮秋季：；
// 宗像護国神社秋季；

14:00 南坊流献茶祭
於＝辺津宮 本殿

18:00 高宮神奈備祭
於＝高宮祭場（悠久舞奉i

015 日月次祭
10:00 高宮祭

// 第二宮・第三宮祭

引き l＇，しき宗像訊り国神社巡拝
11 :00 総社祭（＇！詞崎奉奏

017 日 11 :00 
表千家献茶祭

と
も

「
原
爆
の
戦
友
に
詫
び
な
む
七
十

路
」
に
心
を
打
た
れ
…
。
か
ら
始
ま
る

当
時
広
島
の
陸
軍
幼
年
学
校
三
年
生
で

被
爆
さ
れ
た
方
の
体
験
手
記
▼
昭
和
二

十
年
八
月
六
日
の
広
島
市
の
上
空
、
五

百
八
十
メ
ー
ト
ル
で
史
上
初
の
原
子
爆

弾
が
炸
裂
、
突
然
の
閃
光
と
激
し
い
衝

撃
を
感
じ
た
瞬
間
、
数
メ
ー
ト
ル
吹
き

飛
ば
さ
れ
、
薄
れ
ゆ
く
意
識
の
中
で

「
死
」
を
予
感
し
つ
つ
も
、
友
の
声
で

我
に
か
え
り
、
夢
中
で
屋
外
へ
。
そ
こ
で

十
五
歳
の
目
に
映
っ
た
「
地
獄
絵
図
」

マ
そ
し
て
生
死
を
さ
ま
よ
う
闘
病
生
活

の
中
、
幼
く
し
て
軍
人
を
志
望
し
た
身

に
、
激
し
い
衝
撃
が
走
っ
た
八
月
十
五

日
。
幾
た
び
も
の
幸
運
に
よ
り
、
十
月
下

旬
に
一
応
の
退
院
を
許
さ
れ
て
帰
郷
に

い
た
る
の
だ
が
、
こ
の
間
の
精
神
・
肉
体

の
状
態
た
る
や
、
想
像
を
絶
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
▼
「
オ
レ
ハ
神
様
が
守
っ
て

く
れ
て
い
る
。
決
し
て
死
な
な
い
。
」
と

い
う
強
い
気
力
が
支
え
と
な
り
、
そ
の

後
見
事
に
回
復
。
神
社
界
の
第
一
線
で

重
責
を
全
う
さ
れ
た
マ
十
年
前
に
は
夫

婦
で
被
爆
地
を
訪
れ
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
を

誰
が
語
る
と
も
苦
し
き
に
斯
く
静
か

な
る
声
に
君
の
言
ふ
」
と
奥
様
が
詠
ま

れ
た
と
あ
る
▼
当
時
の
友
の
冥
福
を
心

か
ら
祈
り
、
全
く
風
化
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
想
い
で
綴
ら
れ
た
こ
の
手
記
で
「

真
の
強
さ
」
を
痛
切
に
感
じ
、
六
十
年

を
経
た
今
、
気
が
つ
け
ば
何
度
も
読
み

返
し
て
い
る
。
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指祭大大閥装移潔ら初結 畳だ期
導式社祓ばす動斎何め婚--,みく間研
し作祭詞渇しーとて式恐方たを修
t~法儀ーと潔二かの以らかめ神生
の部 ‘斎 着白来＜ら 社に
碁の編次‘上装衣L-最入まのは
礎神義は再薙を·と初え古境こ
を職、朝びの終白ので。衣内の
約が朝拝白班え袴声最 ．で二
四総拝で衣毎るにも後 白過泊
時動演奏・にと戸聞で 袴こ三
間員習上白潔‘惑かし のし日
にでとす袴斎次いれよ 着ての
亘神‘るを場はなるう 装い研
り社当ー着ヘーが中゜ ・た修

-----------------------------------------------------------------------

• --VI9予讚””←―-丑

八
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九
ニ
―1
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0
ニ
―1
0

一
六
ら
）0

一
四
ニ
―-
0

ニ
―
―
ろ
）
0

―
―
―
-
二
1
0

一
四
ろ
）0

一
三
四
五

―
ニ
ニ
―1
0

九
月
二
日

全
国
各
地
か
ら
研
修

生
が
当
大
社
に
参
集
。

開
始
奉
告
祭
に
参
列
後
、

研
修
日
程
に
入
る
。

神
島
宮
司
開
講
挨
拶

畠
田
人
事
部
次
良
講
話

人
事
部
教
育
課
担
当

者
行
程
説
明

は
っ
こ

白
衣
・
白
袴
の
着
け
方
、

ナ
っ
さ
、

潔
斎

神
社
祭
式
作
法

拝
演
習
）

夕
食

鎮
魂

入
浴
・
就
寝

一
日
目

朝

夕
食
後
、
一
日
の
締
め
括
り
は
高
宮
一

斎
場
で
の
『
鎮
魂
』
。
研
修
生
も
勤
務
一

先
の
先
輩
か
ら
耳
に
し
て
い
る
研
修
の
一

山
場
で
あ
る
。

浄
闇
の
参
道
を
懐
中
電
灯
の
灯
り
を
一

頼
り
に
、
百
八
段
の
石
段
を
進
む
。
玉
ー

砂
利
の
敷
か
れ
た
露
天
祭
場
に
正
座
し
、
一

神
職
の
「
鎮
魂
は
じ
め
」
の
掛
け
声
で
一

鎮
魂
に
入
り
、
「
鎮
魂
や
め
」
の
声
で
一

終
了
し
た
。
経
験
さ
れ
た
方
で
し
か
味
一

わ
え
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
だ
い
た
一

よ
う
に
思
う
。

そ
の
後
、
各
班
毎
に
順
番
で
潔
斎
。
一

初
日
の
行
程
を
終
え
た
。

祭
一

告
―

奉
―

始
一

開
一

修
―

研
一

八
四
〇

九
ニ
―1
0

0
ニ
―1
0

一
七
ろ
）0

九
月
三
日

六
ろ
）0

七
ろ
）0

八
ら
）
〇

八
四
〇

九
五
0

-
0
る
。

―
二
ろ
）0

一
三
ニ
―1
0

（
二
日
目
）

起
床
・
洗
面
・
潔
斎

朝
拝
準
備
、
境
内
清
掃

朝
食

神
宝
館
見
学

記
念
撮
影

宗
像
大
社
御
由
緒
講
義

昼
食

筑
前
大
島
渡
島

中
津
宮
・
沖
津
宮
遥
拝

所
・
御
嶽
宮
参
拝

店
主
の
理
念
を
育
ん
だ

時
代
背
景
に
つ
い
て
の

講
義

夕
食

鎮
魂

入
浴
・
就
寝

二
日
目
は
朝
拝
•
朝
食
後
、
九
州
国
一

立
博
物
館
へ
の
出
陳
で
話
題
と
な
っ
て
一

い
る
神
宝
館
を
見
学
。
建
国
を
彩
る
宗
一

像
神
の
歴
史
を
、
約
一0
0
0
件
の
国
宝
、
一

十
二
万
点
の
重
要
文
化
財
と
い
う
出
土
一

品
を
通
し
て
感
じ
て
い
た
だ
い
た
。
一

当
大
社
御
由
緒
の
講
演
後
、
昼
食
を
一

挟
ん
で
午
後
か
ら
は
、
白
衣
・
白
袴
か
一

ら
ス
ー
ツ
に
着
替
え
大
島
へ
渡
島
。
中
一

津
宮
・
沖
津
宮
遥
拝
所
・
御
嶽
宮
を
参
一

拝
し
た
。

天
候
が
よ
か
っ
た
が
、
夏
の
時
期
で
海
一

上
に
謁
が
か
か
っ
て
お
り
、
残
念
な
が
一

み
た
け

ら
遥
拝
所
か
ら
も
、
御
嶽
山
山
頂
か
ら
一

も
沖
ノ
島
を
拝
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
一

帰
社
後
、
夕
食
を
と
り
、
店
主
（
創
一

業
者
1
1

出
光
佐
一
二
氏
）
の
理
念
を
育
ー

ん
だ
時
代
背
景
に
つ
い
て
の
講
義
を
、
—

出
光
の
古
池
課
員
か
ら
受
け
、
鎮
魂
。
一

二
日
目
を
終
え
た
。
一

九
月
四
日
（
三
日
目
）
一

六
ろ
）
〇
起
床
・
洗
面
・
潔
斎
ー

七
入0
0

朝
拝
準
備
・
境
内
清
掃
一

七
ニ
―1
0
朝
拝
（
研
修
終
了
奉
告
祭
）
一

八
ら
）
〇
朝
食
・
着
替
え
ー

九
ニ
―1
0
出
発

宗
像
市
赤
間
の

店
主
生
家
見
学

店
主
墓
参
―
―

福
岡
空
港
よ
り

千
葉
•
平
川
寮
へ
移
動
一

す
―

で
一

<U力参
—

の
—

で
一

ズ
ー
ピ
―

レ
) 

ク
ー
ら
―

ヵ年
ー
＿

今
一
―

高宮参道を進む研修生 神島宮司 開講挨拶
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＿
こ
の
宗
像
大
社
で
過
こ
し
た
時
間
が
、

一
研
修
生
の
日
々
の
生
活
で
、
一
人
一
人

ー
の
長
い
目
で
見
た
今
後
の
人
生
で
お
役

ー
立
つ
こ
と
を
切
に
願
い
、
研
修
生
皆
様

そ
の
後
一
行
は
、
宗
像
市
赤
間
で
店
ー
の
今
後
益
々
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
お

主
募
参
を
し
、
福
岡
空
港
か
ら
千
葉
の
一
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
川
寮
へ
向
か
い
、
十
一
日
間
の
研
修
一

に
入
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一

二
泊
三
日
と
い
う
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
一

生
一
彦研

―
る
一
ナ傾

一
を耳

一
舌
~_—
,a の

—
宜
一

祢
一

津
―

葦
一

で
一

宮
一

津
一

中
—

最
終
日
は
神
島
宮
司
以
下
神
職
・
巫
女
・

管
理
員
・
調
理
員
·
事
務
員
ら
全
職
員

の
見
送
り
を
受
け
、
次
の
研
修
地
へ
出

発
さ
れ
た
。

-- ¥,.,.:  

モヤがかかつていて、沖ノ島は見えませんでした 中津宮も正式参拝

意
識
せ
ず
と
も
『
物
』
一

に
溢
れ
、
自
ら
の
手
で
何
一

か
を
『
創
る
』
と
い
う
一

機
会
が
少
な
く
な
っ
た
現
一

在
、
日
本
の
豊
な
自
然
・
一

風
土
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
一

『
木
の
文
化
』
に
触
れ
、
一

夏
休
み
の
思
い
出
と
し
て
一

家
族
で
―
つ
の
も
の
を
作
一

っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣
一

旨
で
行
わ
れ
た
。
一

r

当
日
は
心
配
さ
れ
た
天
一

i-.t 一
し
候
名
ん
と
か
も
ち
こ
た
え
、
一

や
ま
二
『
午
前
九
時
に
は
宗
像
市
内
一

芸
5
は
も
と
よ
り
県
内
各
地
か
一

｀
．
S
ら
参
加
家
族
が
集
合
し
、
一

冬
？
本
殿
で
安
全
祈
願
祭
、
棟
一

警
年
作

ふ
，
｝
戻
を
梁
の
作
業
説
明
後
、
一
斉
一

髯
覧
：
に
制
作
に
取
り
掛
か
っ
た
。
一

八
月
二
十
八
日
第
三
回
目
と
な
る
家
一
本
年
の
木
工
課
臨
は
「
カ
サ
立
て
」
で
一

族
木
工
教
室
が
十
五
家
族
、
三
十
八
名
一
あ
る
。
参
加
の
家
族
、
子
供
達
は
恨
れ
な
一

の
参
加
者
を
迎
え
境
内
で
開
催
さ
れ
た
。
ー
い
手
つ
き
で
ノ
コ
を
挽
き
、
釘
を
打
ち
悪
一

こ
の
教
室
は
、
当
大
社
の
様
々
な
木
一
戦
苦
闘
し
つ
つ
も
時
に
は
、
プ
ロ
の
職
人
一

造
建
築
物
の
傾
・
造
営
に
携
わ
っ
た
、
一
さ
ん
の
技
術
に
驚
き
な
が
ら
、
時
間
を
忘
一

宮
大
工
の
棟
梁
が
中
心
と
な
り
、
職
人
＿
れ
作
業
は
進
ん
だ
。
一

十
七
名
の
全
面
的
な
御
協
カ
・
御
奉
仕
一
ま
た
、
猛
暑
の
中
、
J

A
宗
像
田
島
支
ー

で
開
催
と
な
っ
た
。
一
店
・
宗
像
市
消
防
団
第
八
分
団
よ
り
御
協
一

第
三
回

家
族
木
工
教
室
開
催

宮大工の教授を受ける参加者

力
い
た
だ
い
た
「
か
き
氷
」
は
子
供

達
に
更
な
る
作
業
意
欲
を
与
え
、
午
後

三
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
好
み
に
色
づ
け
さ

れ
た
完
成
品
が
並
ん
だ
。

引
き
続
き
、
家
族
リ
レ
ー
式
の
丸
太

早
切
競
争
が
行
わ
れ
、
当
初
に
比
べ
多

少
慣
れ
た
手
つ
き
で
、
賞
品
付
と
い
う

こ
と
も
あ
り
歓
声
の
飛
び
交
う
競
争
と

な
っ
た
。

そ
し
て
、
午
後
三
時
半
に
は
全
て
の

日
程
を
終
了
し
、
表
彰
式
並
び
閉
会
式

が
行
わ
れ
家
族
た
ち
は
思
い
出
と
な
る

作
品
を
抱
え
お
宮
を
後
に
し
た
。
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平
成
十
七
年
度

学
芸
員
実
習
開
催

八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
（
一

一
日
休
み
を
含
む
実
質
十
日
間
）
当
大
一

社
神
宝
館
に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
度
一

の
博
物
館
実
習
が
行
わ
れ
た
。
一

こ
の
実
習
は
大
学
で
学
芸
員
資
格
取
一

得
を
志
し
、
博
物
館
学
芸
員
課
程
を
履
一

修
し
て
い
る
学
生
を
対
象
に
、
当
大
社
一

初
め
て
観
る
現
場
、

め神 の県実文
て職実計内施化

ー、 1-- - こ• コ戸遭 9 且〖責［ぎ、〗
興味津々刀を手にする実習生ら 向奏毎が男る事

た料氏剣の学義-----歴古によ民話理 ん務観か上朝受性も務
゜整-----手講＾章‘史学よる俗を事初だ的点いに‘門四の局
理‘入義重氏保学＾る絵学は務日°事か‘よ朝た名でが
な拓れを住-----存＾ 漂馬＾じ局の 項ら連り拝 o‘ あ毎
ど本＾受学、科河菜着‘楠め長堤 に専日気式 女る年
も採藤講丑 学窪 物石本とに文 つ門あをに 性゜同
体り川し＝博＾学肇-----井正しよ化 い的ら引参 十今時
験‘宣‘員物横芸氏、忠氏てる財 て‘ゆき列 二年期
し資重刀-----館田員-----考氏に‘講管 学実る締゜ 名はに

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

刀剣について講義をする藤川先生

初
め
て
行
う
実
務
に
、
実
習
生
は
終
始

緊
張
し
て
い
た
が
、
誠
実
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
た
。
文
化
財
の
保
存
・
管

理
へ
の
取
り
組
み
、
歴
史
的
価
値
を
見

出
す
た
め
の
調
査
・
研
究
、
日
々
の
職

務
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
人
々
へ
還
元

す
る
た
め
の
展
示
実
施
な
ど
、
学
芸
員

の
責
務
を
当
実
習
で
体
感
し
た
学
生
ら
は
、

職
務
内
容
が
多
岐
に
及
ぶ
こ
と
に
大
変

驚
い
て
い
た
が
、
其
々
が
こ
の
職
務
に

対
し
て
新
た
な
魅
力
を
感
じ
取
り
、
学

芸
員
資
格
取
得
へ
向
け
て
さ
ら
な
る
意

欲
を
燃
や
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
、
指

導
す
る
側
に
と
っ
て
も
励
み
に
な
っ
た
。

当
大
社
実
習
受
講
生
の
中
か
ら
、
将
来
、

有
能
な
学
芸
員
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
止
ま
な
い
。

九
月
二
日
西
鉄
観
光
バ
ス
（
株
）
が
、
一

大
型
バ
ス
（
四
十
五
人
乗
り
）
八
台
、
一

中
型
バ
ス
（
二
十
七
人
乗
り
）
二
台
、
一

計
＋
台
の
新
車
両
の
交
通
安
全
祈
願
祭
（
一

車
祓
）
に
来
社
さ
れ
、
社
員
一
同
交
通
一

安
全
を
祈
念
し
た
。
一

同
社
所
有
の
バ
ス
は
約
二
百
台
、
そ
ー

の
内
毎
年
＋
台
程
度
の
定
期
買
い
替
え
ー

を
行
っ
て
い
る
が
、
お
客
さ
ん
を
乗
せ
ー

る
前
に
必
ず
車
祓
に
参
拝
さ
れ
て
い
る
。
一

玉串を捧げ拍手を打つ各車の運転手さんら

こ
れ
ら
の
バ
ス
は
、
九
州
は
も

と
よ
り
西
日
本
を
中
心
に
活
躍
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

全
車
両
の
お
祓
い
が
終
わ
る
と
、

連
転
士
た
ち
は
「
こ
れ
で
安
心
」

と
口
々
に
話
し
、
生
き
生
き
と
し

た
表
情
で
新
車
と
な
っ
た
担
当
バ

ス
に
乗
り
込
み
大
社
を
後
に
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の

無
い
安
全
運
行
は
も
と
よ
り
、
同

社
の
益
々
の
こ
繁
栄
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
る
日
の
社
頭
風
景

S

西
鉄
観
光
バ
ス
株
式
会
社
新
車
、
バ
ス
安
全
祈
願
祭

S
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第
二
十
九
回
東
西
神
社
人
野
球
大
会
視
察

＼
来
年
よ
り
宗
像
大
社
・
太
宰
府
天
満
宮
合
同
チ
ー
ム
で
出
場
決
定
＼

八
月
二
十
二S
二
十
四
日
、
第
二
十
九
一

回
目
を
迎
え
た
東
西
神
社
人
親
善
野
球
大
一

会
が
、
香
川
県
琴
平
町
（
金
比
羅
宮
当
番
）
一

で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
伊
勢
神
宮
、
熱
田
神
宮
、
一

出
雲
大
社
・
金
比
羅
宮
合
同
チ
ー
ム
、
東
一

京
、
兵
庫
の
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
毎
年
一

行
わ
れ
て
お
り
野
球
の
み
な
ら
ず
神
社
界
一

の
交
流
を
目
的
と
し
た
大
会
。
一

九
州
か
ら
の
参
加
は
無
く
、
今
回
太
宰
一

府
天
満
宮
・
宗
像
大
社
合
同
チ
ー
ム
で
の
一

参
戦
を
申
請
す
る
た
め
、
当
大
社
神
島
宮
一

司
、
神
職
二
名
、
太
宰
府
天
満
宮
神
職
―
―
―

名
の
計
五
名
が
出
向
し
た
。
一

金
比
羅
宮
の
鎮
座
す
る
琴
平
町
に
参
集
一

し
た
一
同
は
、
ま
ず
金
比
羅
宮
を
正
式
参
一

拝
。
そ
の
後
の
役
員
会
で
、
九
州
勢
の
参
一

戦
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
来
年
か
ら
一

太
宰
府
天
満
宮
・
宗
像
大
社
合
同
チ
ー
ム
ー

で
の
参
戦
が
決
ま
っ
た
。
一

初
日
は
前
夜
祭
で
、
再
会
を
祝
し
散
会
。
一

翌
日
試
合
開
始
と
な
っ
た
。
一

入
場
行
進
に
選
手
宣
誓
と
、
華
や
か
に
一

開
会
式
が
行
わ
れ
、
金
比
羅
宮
の
琴
比
羅
一

宮
司
の
始
球
式
で
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
と
な
っ
―

た
。
草
野
球
と
は
思
え
な
い
、
レ
ベ
ル
の
一

高
い
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
た
。
一

決
勝
は
当
番
で
あ
る
金
比
羅
宮
・
出
雲
大

社
合
同
チ
ー
ム
対
熱
田
神
宮
と
な
り
、
序
盤

か
ら
熱
田
神
宮
が
先
制
、
徐
々
に
得
点
を
重

ね
一
時
は
六
点
差
と
な
り
、
勝
敗
は
誰
も
が

決
し
た
と
感
じ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
全
て
先

制
し
た
チ
ー
ム
が
僅
差
で
勝
ち
上
が
っ
て
き

て
お
り
、
こ
こ
ま
で
の
大
量
リ
ー
ド
で
は
誰

も
が
そ
う
考
え
て
当
然
だ
が
、
ワ
ン
プ
レ
イ

で
投
手
が
崩
れ
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に

同
点
。
最
後
は
サ
ヨ
ナ
ラ
で
金
比
羅
宮
・
出

雲
大
社
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

表
彰
式
で
優
勝
旗
を
渡
す
琴
比
羅
宮
司一

ご
i

•
一
―

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

てな三ジ定日 はと 歓の
のる＋アし程そ力秋当声笑
チよ回ムてものをに大が顔
l うのかぉ八来併対社印、
合‘記大り月夏せ抗と象閉
両念阪‘二は全戦太的会

ご社大t現十兵国を宰で式
プで会 在一庫の行府あで
がはにな、裡日チ神つ天つの
検合相検戸 S1 社て満t~金
討同応討グニムとき宮 比
さ練し中リ十の対たは 羅
れ習いと 1 三当戦が‘ 宮

直躙饂刃i＼覧可 で、食羹巴；息塁 I 玉悶 冒
出雲大社・金比羅宮合同チームの優勝で幕を閉じました 菟めとと、夕沙： ‘ ゜夏：春： の
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

‘―遍i·匹•▲L―-- 巳屯．悶暑、一
全国各社の宮司が勢揃いでした 開·閉会式では入場行進もありました

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------·ー-------------------

祝第旦9回東西神社人親薔野球蓼平大会
す一可 l ＾囀璽戸．
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マ＾ぷ盆·々

八
月
一
八
日
・
一
九
日
の
二
日
間
壱
岐
島
へ
行
っ
た
。
原

の
辻
迫
跡
で
は
、
炎
天
下
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。

一
九
日
に
は
原
の
辻
事
務
所
の
安
楽
勉
所
長
や
壱
岐
郷
土

館
の
市
山
等
館
長
、
壱
岐
出
身
の
考
古
学
者
塩
屋
勝
利
氏
と

壱
岐
の
古
墳
や
迫
跡
を
車
で
ま
わ
っ
た
。
長
崎
県
内
最
大
の

双
六
古
墳
は
全
長
九
一
メ
ー
ト
ル
の
堂
々
と
し
た
前
方
後
円

墳
で
あ
る
。
外
か
ら
石
室
内
を
の
ぞ
く
、
串
山
ミ
ル
メ
迫
跡

に
近
い
海
岸
で
は
漂
着
し
て
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
甲
羅
片
が
散

乱
し
て
い
た
。

壱
岐
は
対
馬
暖
流
が
直
接
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年

秋
に
行
っ
た
時
に
は
海
岸
を
車
で
巡
っ
て
き
た
が
、
漂
着
物
の

多
さ
に
は
驚
い
た
。
原
の
辻
迫
跡
か
ら
二
個
の
コ
コ
ヤ
シ
製
笛

が
発
掘
さ
れ
て
い
る
の
も
頷
け
る
。
今
後
、
壱
岐
の
迫
跡
か
ら

は
南
方
果
物
の
種
子
類
の
発
見
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

市
山
等
館
長
か
ら
「
コ
マ
の
大
航
海
」
と
い
う
チ
ラ
シ

を
も
ら
っ
た
。
東
京
の
グ
ル
ー
プ
・
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
が
、
沖

縄
県
・
与
那
国
沖
か
ら
六
月
初
め
に
一
千
個
を
流
し
て
い
る

い
し
い

た
だ
し

コ
マ
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
ニ
ヶ
月
間
一

隔
で
一
千
個
ず
つ
総
計
一
万
個
を
流
す
一

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一

コ
マ
は
直
径
八
セ
ン
チ
、
軸
が
一O
·

i
 

五
セ
ン
チ
、
表
面
に
は
二
0
0
五

(
O


八
）
海
流
調
査
中
R
E
S
E
A
C
H
o


N
O
C
E
A
N
C
U
R
R
E
N
T
S

と
一

あ
り
、
日
本
語
、
英
語
、
韓
国
、
ス
ペ
ー

イ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
一

「
コ
マ
の
大
航
海
」
の
目
的
は
海
流
一

調
査
で
あ
る
が
、
チ
ラ
シ
に
は
ア
メ
リ
カ
ー

大
陸
に
初
め
て
渡
っ
た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
は
、
一

氷
河
期
の
頃
で
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
は
氷
一

で
つ
な
が
り
、
陸
伝
い
に
北
ア
メ
リ
カ
に
一

達
し
、
更
に
南
下
を
し
な
が
ら
南
ア
メ
リ
ー

力
ま
で
到
達
し
た
と
い
う
の
が
定
説
だ
が
、
一

ま
た
一
方
で
ア
ジ
ア
か
ら
船
を
使
っ
て
移
一

動
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
一

か
と
し
、
日
本
の
縄
文
土
器
と
同
じ
よ
う
一

な
土
器
が
南
米
エ
ク
ア
ド
ル
か
ら
出
土
し
一

て
い
る
こ
と
が
ビ
ラ
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
一

い
る
。
陸
路
だ
け
で
な
く
太
平
洋
を
渡
っ
一

た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
一 の

で
あ
る
。

壱
岐
か
ら
帰
っ
た
翌
日
、
沖
縄
県
·

与
那
国
の
久
野
幸
子
さ
ん
か
ら
そ
の
コ

マ
が
送
っ
て
き
て
驚
い
た
。
与
那
国
島

に
一
0
個
ほ
ど
漂
着
し
た
と
い
う
。

こ
の
前
「
ズ
ニ
族
の
謎
」
（
ナ
ン

シ
ー
•
Y

・
デ
ィ
ー
ヴ
ィ
ス
著
ち
く
ま

学
芸
文
庫
）
を
読
ん
で
い
た
ら
、
日
本

人
が
一
三
世
紀
こ
ろ
、
船
で
太
平
洋
を

渡
っ
て
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
に
到
着
し
、

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
約
六
六
四
マ
イ

ル
内
陸
の
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
ズ
ニ

族
の
村
に
住
み
つ
い
た
と
い
う
説
で
あ

る
。
歴
史
・
文
化
・
言
語
等
か
ら
検
証

し
て
い
る
が
、
色
々
と
疑
問
や
問
題
が

あ
る
が
面
白
く
読
ん
だ
。
「
ズ
ニ
族
の

謎
」
の
著
者
は
「
コ
マ
の
大
航
海
」

の
発
案
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
漂
着
物

学
者
エ
ビ
ス
メ
イ
ヤ
ー
博
士
の
漂
着
物

研
究
も
と
り
入
れ
て
い
る
の
で
、
両
者

の
間
に
コ
マ
を
通
し
て
、
そ
の
コ
マ
の

拡
散
と
漂
着
を
実
証
し
よ
う
と
す
る
意

図
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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光
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⑪
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生
徒
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〇
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添
木

心

第35回

西 E1本菊花大会のこ案内
神郡宗像に菊の季節が到来しました。九州各県を

中心に、全国の菊花愛好家が丹精込めて作り上げた

銘花約3000鉢が、境内中に展示されます。この大会

の最高賞は内閣総理大臣賞、この他に大臣賞が十一

本授与され、別名「菊作り九州ナンバーワン決戦大会」

とも呼ばれています。

期間中は、観菊者、七五三詣での家族連れなどで

賑います。また菊苗・菊鉢の販売、勅使館をこの時

期限定で特別に開放「抹茶コーナー」、豪華景品が

当たる『菊みくじ』、宗像観光協会の運営する『い

っぷく茶屋』なども開かれています。

是非、御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

` 期閻 1 1 月 1 日（火）～ 1 1 月 23 日（水）
時 闊 終日夜間はライトアップもしております。

会場宗像大社境内

表彰式 1 1 月 13 日 午前10時～

於＝アクシス玄海
拝観料無料

駐車場無料

儀式殿 口 11 
I I 

11 
’’ 
11 
I I 

11 I I 

11 
I I 

」 L ________ _ 
| | | | | | | | 

九州各県対抗福助特別競技

゜崖

O
g
ニ
＇

]
←
已

゜

観光協会 0
案内所・いっぷく茶屋

ロ
〇古木・添木作リ

ｮ 自由花壇

1 | | 1 | | 

自
由
花
壇

一
＿
一
＿
一

ロ

洋
菊

一
＿
一
＿
一
＿

品作徒生校仁
ロ

| | | | | | 
〇千輪咲

お知らせ
宗像大社神宝館では平成17年 1 1 月 1 日（火）～ 1 1 月 27日（日）まで「宗像大社刀剣展」を開催致します。

つきましては本展覧会の展示準備、撤去に伴い下記の日程にて休館予定です。
10月30日（日）、31 日（月）、 1 1 月 28日（月）～30日（水）

いろいろとご迷惑をおかけしますが御理解の程宜しくお願い申し上げます。
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盆
踊
り
の
櫓
を
解
く
音
早
朝
の
浜
に
し
て
を
り
こ
の
夏
も
ゆ
く

（
評
）
浜
か
ら
盆
踊
り
の
櫓
を
解
く
音
が
き
こ
え
る
。
そ
れ
は
相
当
に
大
き
な
櫓
で
あ
る
こ
と

を
想
像
さ
せ
、
島
の
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
も
判
る
。
そ
れ
ゆ
え
作
者
は
「
こ
の
夏
も

宗
像
市
大
島

杉
田
證
子

裏
庭
を
掘
れ
ば
白
骨
い
く
ら
で
も
出
る
よ
と
言
び
ゐ
き
原
爆
忌
く
れ
ば

兵
た
り
し
人
の
葬
り
か
山
門
に
低
唱
し
を
り
「
く
さ
む
す
屍
j

血
塗
り
た
る
手
も
あ
る
な
ら
ん
肩
を
組
み
古
き
兵
ら
が
軍
歌
を
う
た
ふ

選
者
詠

福
津
市
在
自

第
五
―
―-0回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

翔
ぶ
蝶
を
小
鳥
が
捜
び
て
ゆ
き
た
り
き
一
瞬
な
れ
ど
寂
し
く
も
あ
る
か

（
評
）
弱
肉
強
食
の
こ
の
世
で
あ
る
。
承
知
は
し
て
い
て
も
、
犠
牲
に
な
っ
た
の
が
蝶
ゆ
え
に

作
者
の
悲
し
み
は
深
い
。

宗
像
市

押
入
れ
に
筑
前
琵
琶
と
バ
イ
オ
リ
ン
わ
が
生
れ
し
家
い
ま
異
国
め
く

つ
は
も
の

（
評
）
「
夏
草
や
兵
共
が
ゆ
め
の
跡
（
芭
蕉
）
」
の
家
庭
版
か
、
琵
琶
も
バ
イ
オ
リ
ン
も
、

か
つ
て
は
励
ん
で
い
た
作
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

梅
雨
明
け
の
樽
見
峠
は
鬱
蒼
と
木
々
の
繁
り
て
道
に
迫
り
＜

（
評
）
植
物
は
季
節
の
変
化
を
敏
感
に
反
応
し
人
は
そ
れ
に
よ
っ
て
一
層
季
節
を
感
じ
る
の
で

あ
る
。
久
し
ぶ
り
の
外
出
の
作
者
で
あ
ろ
う
。

炎
天
に
咲
き
つ
ぐ
芙
蓉
を
際
立
た
せ
譲
葉
二
本
茂
み
の
深
し

（
評
）
森
の
樹
々
を
詠
っ
た
甲
子
さ
ん
の
視
点
か
ら
二
つ
の
木
の
変
化
に
視
点
を
移
し
た
一

首
。
「
炎
天
に
そ
よ
ぎ
を
る
彼
の
一
樹
か
な
（
虚
子
）
」
が
思
い
出
さ
れ
る
。

塀
ぎ
わ
の
日
陰
好
み
て
群
生
の
秋
海
堂
の
広
葉
は
歪
む

（
評
）
前
二
者
よ
り
更
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
万
物
が
死
ん
だ
よ
う
に
静
ま
り
返
っ
た
炎
昼
の

秋
海
堂
の
葉
を
詠
う
木
原
さ
ん
で
あ
る
。

佐
々
木
和
彦

満
月
が
通
り
す
ぎ
た
る
夜
の
明
け
て
羽
毛
の
こ
と
き
雲
の
出
で
た
り

（
評
）
「
綿
津
海
の
豊
旗
雲
に
入
日
さ
し
今
夜
の
月
夜
清
く
明
り
こ
そ
（
天
智
天
皇
）
」
の

一
首
に
も
通
じ
、
か
す
か
な
秋
の
気
配
を
感
じ
た
歌
で
あ
る
。

宗
像
市
大
井

木
原
ふ
さ
子

宗
像
市
池
田

宗
像
市
田
野 朝

里予

宗
像
市
日
の
里

森
龍
子

森
甲
子

藤
井

浩
子

石
松
弘
次

ゆ
く
」
と
詠
嘆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
作
が
天
然
自
然
の
現
象
か
ら
季
節
を
感
じ
て
い
る

の
対
し
、
宗
教
行
事
か
ら
季
節
の
移
り
を
感
じ
た
作
品
に
土
着
の
深
さ
が
あ
る
。

星
ま
つ
り
近
づ
く
宮
に
来
合
せ
て
む
す
び
の
神
に
祈
ぎ
事
書
き
ぬ

（
評
）
「
宮
に
来
合
せ
」
と
「
む
す
ぴ
の
神
」
の
意
味
の
上
で
の
重
複
が
惜
し
い
。
祈
っ
た

こ
と
を
具
体
に
述
べ
て
欲
し
か
っ
た
。

願
び
f
J
と
書
き
し
短
冊
竹
笹
に
下
げ
る
も
楽
し
七
夕
の
宵

（
評
）
こ
の
作
品
も
何
を
願
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
歌
は
具
体
性
を
帯
び

る
の
に
、
そ
の
一
歩
手
前
で
終
っ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
に
飢
え
る
人
び
と
伝
え
た
る
同
じ
テ
レ
ビ
に
食
事
シ
ョ
ー
あ
り

（
評
）
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
世
界
の
出
来
事
を
伝
え
る
テ
レ
ビ
。
そ
こ
に
便
利
性
と
同
じ
く
落

し
穴
も
あ
る
。
同
じ
事
を
一
日
中
放
映
し
て
も
飽
き
ら
れ
る
の
で
あ
れ
こ
れ
コ
マ
切
れ
的
に

趣
向
を
変
え
る
の
だ
ろ
う
が
、
番
組
の
組
合
せ
次
第
で
は
、
こ
の
一
首
の
よ
う
な
批
判
と
な

る
。
そ
れ
に
し
て
も
食
事
番
組
の
多
さ
お
粗
末
を
私
の
み
な
ら
ず
大
方
の
人
が
感
じ
て
い
る

の
だ
が
、
変
ら
な
い
。

風
呂
上
り
団
扇
片
手
に
散
歩
す
る
浴
衣
姿
の
乙
女
可
愛
ゆ
し

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

故
里
の
別
府
の
家
に
帰
り
来
て
姉
の
残
せ
し
荼
掛
見
つ
む
る

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

病
室
の
テ
ラ
ス
の
陰
で
こ
っ
そ
り
と
朗
詠
す
れ
ば
岡
き
と
が
め
ら
る

宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子

あ
し

要
領
の
良
き
人
悪
き
人
入
り
み
だ
れ
決
戦
の
ゆ
く
え
心
し
て
み
む

宗
像
市

光
岡
森
田
富
佐
子

宗
像
市

東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

宗
像
市

大
島
越
智
治
子

宗
像
市

日
の
里
大
和
美
由
紀

宗
像
市
光
岡
白
土

新
涼
に
高
く
飛
び
交
う
赤
と
ん
ぼ

宗
像
市
光
岡
井
上

犬
の
尾
も
垂
れ
て
真
昼
の
蝉
時
雨

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

初
秋
や
祈
願
の
新
車
滑
り
出
す

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
水

炎
天
や
火
を
踏
む
如
き
浜
の
砂

吉
田

黒
蝶
と
共
に
憩
ふ
や
木
下
影田

中

民
宿
は
裏
山
背
負
い
土
用
浪木

原

物
忘
れ
夢
の
中
ま
で
熱
帯
夜

編
L

後
国
[
[
汀
心

し
る
（
株
）
ジ
ー
エ
ー
タ
ッ
プ
は
、
「
か
た

り
ぺ
文
庫
」
と
い
う
文
化
事
業
を
行
い
、

毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
一
冊
の
本
を
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
ノ
島
を
舞
台
に
し
た

昨
年
の
同
文
庫
「
は
る
か
な
島
の
も
の
が

た
り
j
が
、
今
年
西
日
本
新
聞
社
の
読
因

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
指
定
図
書
（
小
学

3
.
4
年
生
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
▼
現
在

愚
妻
が
小
学
三
年
生
の
担
任
を
し
て
お
リ
、

子
供
達
に
こ
の
本
を
題
材
に
し
絵
を
描

か
せ
た
と
こ
ろ
、
島
・
宗
像
一
＿
＿
女
神
・
オ
ガ

チ
宝
物
と
い
ろ
い
ろ
描
い
た
よ
う
で
す

マ
し
か
し
、
後
日
実
際
の
沖
ノ
島
や
出
土

品
、
オ
ガ
チ
の
写
真
や
ピ
デ
オ
を
み
せ
る

と
、
そ
の
驚
き
は
す
ご
く
、
沖
ノ
島
は
ず
っ

と
空
想
の
島
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
こ
ん
な
夢
の
島
の
話
を
聞
い
た
ら
、

大
人
で
も
空
想
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
ね
。
で
も
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。(
M
·
O
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五
0
五
）房

子
雨
葉

杏
子

嘉
治

凌
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